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 住所 相生市緑ヶ丘 4 丁目 5-5 
電話  0791-23-5070  
FAX  0791-22-7211 
E-mail  ikusei-aioi@bz03.plala.or.jp 

新年あけまして おめでとうございます  
人々皆が心を寄せ合い、思いやりが溢れる世の中で、これからの子どもたちの成長を
見守っていける年の始まりとなればと強く思っています。 
 

 

 

 自分がそう思っていて、生徒とよい関係を作ろうとしていても、職場の先生方全員が同じ考え方を
しているとは限りません。むしろバラバラな想いで仕事をしていることの方が多いでしょう。それぞ
れの考えもあります。大事にしたいことも違います。 
 自分が評価されることを重視する人もいるし、仕事よりも「プライベートのことを大事にするぞ」と
割り切っている人もいます。考え方にも違いがあり、常に優しく丁寧に生徒に接することが正しいと
思っている人もいれば、生徒には常に厳しく接しなければならないと思っている人もいます。中には
生徒のことはどうでもよくて、自分の仕事や自分の評価にしか興味がない人もいるでしょう。いろい
ろな人がいる中で、自分一人で生徒からの人気を上げていき、信頼関係を築いて、良い学校にしていこ
うというのはほぼ不可能です。 
 まずは自分の行動を示します。どうすれば人気のある先生になるか、どうすれば生徒から慕われ、信
頼される先生になるかを示すのです。そして徐々に広げていく。「このように言いましょう」「このよう
な接し方をしましょう」という方法を広げていきます。 
 賛同してくれる人は必ずいます。うまくいけばその方法が広がっていくこともあるかもしれません。
そして転勤を繰り返しながら、自分の信頼を確実に積み重ねつつ「信頼される良い学校」を増やしてい
きます。多くの先生が賛同してくれて、同じ気持ちの先生が増えてくると、現在のような、学校が変に
批判されて、先生の仕事がやりにくい世の中も、少しずつ解消されるかもしれないと私は小さくて大
きな希望を描いています。結局はまず一人から始めるのです。そして、先生も生徒も満足するような
「良い世の中」に少しずつでも近づいていくことが将来的にあるかもしれない、と信じています。 

「一人では無理」 「なぜかきらわれない生徒指導」 (前 哲央著 東洋館出版社)より抜粋 

１月１２日は「成人の日」で、相生市でも「二十歳のつどい」として、新しく 20 歳を迎えた若者を祝う式典が
開かれます。因みに今年、相生市で、今年、20 歳を迎えられるのは、 ２４１名だそうです。 

20 歳になる直前に、母親にこんな手紙を渡した青年がいました。恥ずかしくて、直接は渡せなかったので、
大学の入学式直前に、下宿先を訪ねた母親のコートにそっとしのばせた手紙だそうです。 

「親愛なる母上様」 
 
あなたが私に生命を与えてくださってから、 

早いものでもう二十年になります。 
これまでに、ほんのひとときとして、 

あなたの優しく温かく大きく、そして強い愛を 
感じなかったことはありませんでした。 
私はあなたから多くの羽根をいただいてきました。 

人を愛すること、自分を戒めること、人に愛されること……。 
この二十年で、私の翼には 
立派な羽根がそろってゆきました。 
そして今、私はこの翼で大空へ翔び立とうとしています。 

誰よりも高く、強く自在に飛べるこの翼で。 
私は精一杯やってみるつもりです。 

あなたの、そしてみんなの希望と期待を 
無にしないためにも、力の続く限り翔び続けます。 
こんな私ですが、これからも 

しっかり見守っていてください。 
また逢える日を心待ちにしております。 
最後に、あなたを母にしてくださった神様に 

感謝の意をこめて。 
翼のはえた“うし”より                    

「世界平和を作り出す一翼を担いたい。 
国と国との信頼関係を作るのは人と人。 
だから、一人でも多くの人と話したい」。 
広島市安佐北区出身の神戸大学生だった、
加藤貴光さんは、ジャーナリストの落合信彦さ
んに触発されて国際情勢に興味を持ち、国連
職員を目指していました。 
しかし、1995 年の阪神・淡路大震災で被災
し、21 歳の若さで亡くなりました。 
あの日、兵庫県西宮市の倒壊した自宅マン
ションのがれきの下で息絶えたそうです。 

この手紙に，ミュージシャン，奥野勝利さん
＝兵庫県姫路市夢前町＝が曲をつけた 
「親愛なる母上様」を下のＱＲコードから聞
いてみてください。 



 

       

                             

 

 

 

 

終わったことに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼
が
追
い
詰
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
箱

が
原
因
じ
ゃ
な
い
か
」
と
伊
藤
さ
ん
。 

「
よ
か
っ
た
こ
と
」
を
探
す
こ
と
が

息
子
の
心
を
育
て
る
家
庭
教
育
だ
と

両
親
は
思
っ
て
い
た
。「
そ
ん
な
親
に

は
彼
は
、『
今
い
じ
め
ら
れ
て
苦
し
ん

で
い
る
』
と
叫
べ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
。 

 

ポ
リ
ア
ン
ナ
が
ど
ん
な
こ
と
で
も

「
よ
か
っ
た
」
と
思
え
た
の
は
キ
リ

ス
ト
教
と
い
う
宗
教
的
背
景
も
お
お

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い

う
背
景
の
な
い
子
ど
も
の
場
合
、
自

分
の
苦
し
い
気
持
ち
、
つ
ら
い
心
、
寂

し
さ
を
「
よ
か
っ
た
こ
と
」
と
す
り
替

え
な
い
で
、
そ
の
ま
ま
丸
ご
と
受
け

止
め
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
救
わ

れ
な
い
。 

 

ま
た
伊
藤
さ
ん
は
、「
少
年
犯
罪
の

直
接
の
原
因
は
母
親
に
あ
る
ケ
ー
ス

が
ほ
と
ん
ど
で
す
」
と
話
し
て
い
た
。 

「
で
も
母
親
を
責
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
母
親
に
不
安
や
孤
独
感
を

与
え
て
い
る
の
は
そ
の
夫
だ
か
ら
で

す
。
支
え
合
っ
て
い
る
夫
婦
の
子
ど

も
は
絶
対
に
非
行
に
走
り
ま
せ
ん
。

家
庭
に
争
い
が
あ
る
く
ら
い
な
ら
、

離
婚
し
た
ほ
う
が
子
ど
も
は
幸
せ
で

す
」
と
も
。 

 

も
う
一
度
、
伊
藤
さ
ん
の
言
葉
を

噛
み
し
め
た
い
。 

「
あ
の
子
た
ち
は
事
件
を
起
こ
す
直

前
ま
で
、
被
害
者
だ
っ
た
ん
で
す
」 

 
 

 
 

 
  

 

 

『
赤
毛
の
ア
ン
』
や
『
若
草
物
語
』
な

ど
と
並
ぶ
児
童
文
学
の
名
作
に
『
少
女

ポ
リ
ア
ン
ナ
』
が
あ
る
。 

 
 

牧
師
の
娘
ポ
リ
ア
ン
ナ
は
と
て
も
明

る
い
11

歳
の
女
の
子
。
母
親
を
幼
少
の

頃
に
亡
く
し
て
い
る
が
、
優
し
い
父
親

と
２
人
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
。 

  

父
親
は
ポ
リ
ア
ン
ナ
に
「
よ
か
っ
た
探

し
ゲ
ー
ム
」
を
教
え
た
。
ど
ん
な
に
つ
ら

い
こ
と
が
会
っ
て
も
、
「
よ
か
っ
た
こ
と
」

を
見
つ
け
、
感
謝
す
る
ゲ
ー
ム
だ
。 

 
 

あ
る
日
、
父
親
は
協
会
本
部
に
「
娘

の
た
め
に
人
形
が
欲
し
い
」
と
手
紙
を

書
い
た
。
と
こ
ろ
が
協
会
本
部
か
ら
届

い
た
の
は
松
葉
杖
だ
っ
た
。
ポ
リ
ア
ン
ナ

は
が
っ
か
り
す
る
。
な
ぜ
松
葉
杖
が
送

ら
れ
て
き
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
父

親
は
「
こ
れ
も
ゲ
ー
ム
に
し
よ
う
」
と
言

う
。
松
葉
杖
を
玄
関
に
置
い
て
、
１
日
が

終
わ
っ
た
時
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
「
今
日

も
松
葉
杖
を
使
わ
ず
に
済
ん
だ
。
怪
我

も
な
く
、
１
日
が
終
わ
っ
た
こ
と
に
感
謝

し
よ
う
」
と
い
う
わ
け
だ
。 

 
 

や
が
て
父
親
が
急
死
。
ポ
リ
ア
ン
ナ

は
叔
母
の
家
に
引
き
取
ら
れ
る
。
意
地

悪
な
叔
母
は
ポ
リ
ア
ン
ナ
に
小
汚
い
屋

根
裏
部
屋
を
用
意
し
た
。
お
手
伝
い
の

ナ
ン
シ
ー
は
女
主
人
の
性
格
の
悪
さ
を

知
っ
て
い
る
の
で
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思

う
が
、
ポ
リ
ア
ン
ナ
は
「
窓
か
ら
綺
麗
な

自
然
が
見
え
る
。
壁
に
絵
が
な
く
て
も

寂
し
く
な
い
わ
」
と
言
う
。 

 
 

ま
た
初
日
の
食
事
が
パ
ン
と
ミ
ル
ク

だ
け
だ
っ
た
。
し
か
も
台
所
で
食
べ
る
よ

う
に
言
わ
れ
た
が
、「
私
、
パ
ン
と
ミ
ル
ク

が
大
好
き
な
の
。
そ
れ
に
ナ
ン
シ
ー
と
一

緒
に
食
事
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
喜
ぶ
。 

  

 

ど
ん
な
逆
境
の
中
で
も
「
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
ポ
リ
ア
ン
ナ
に
ナ
ン
シ
ー
は

驚
く
。
彼
女
の
性
格
は
次
第
に
周
囲
の

人
た
ち
を
明
る
く
し
て
い
く
と
い
う
物

語
で
あ
る
。
誰
も
が
い
い
話
だ
な
と
思

う
だ
ろ
う
。
だ
が
、
弁
護
士
の
伊
藤
芳
朗

さ
ん
は
違
っ
た
。
数
多
く
の
少
年
犯
罪

に
関
わ
っ
て
き
た
伊
藤
さ
ん
は
言
う
。 

「
あ
の
子
た
ち
は
事
件
を
起
こ
す
直
前

ま
で
被
害
者
だ
っ
た
ん
で
す
。
で
も
、
誰

も
あ
の
子
た
ち
の
被
害
に
つ
い
て
気
づ

い
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
追
い
詰
め

ら
れ
、
溜
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
、
苦
し
さ
、

つ
ら
さ
、
悲
し
み
、
寂
し
さ
が
ピ
ー
ク
に

達
し
た
時
、
爆
発
す
る
。
そ
れ
が
少
年
犯

罪
で
す
」 

  
 

 

□
■
△
▼
◇
▼
◆ 

  

２
０
０
１
年
、
佐
賀
県
で
起
き
た
17

歳
の
少
年
に
よ
る
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件

で
一
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
事
件
後
の

マ
ス
コ
ミ
報
道
に
よ
る
と
、
少
年
は
小

学
１
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
ひ
ど
い
い

じ
め
を
受
け
て
い
た
。
だ
が
、
彼
は
そ
の

こ
と
を
親
に
言
わ
な
か
っ
た
。
両
親
は

と
て
も
愛
情
深
く
、
教
育
熱
心
だ
っ
た
。 

 

父
親
は
、
彼
が
小
学
生
の
頃
、
家
に

「
よ
か
っ
た
探
し
箱
」
を
置
い
て
い
た
。

そ
の
日
、「
よ
か
っ
た
」
と
思
う
こ
と
を

紙
に
書
い
て
箱
に
入
れ
、
週
に
一
度
家

族
で
「
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
ね
。

よ
か
っ
た
ね
」
と
言
い
合
っ
て
い
た
そ

う
だ
。 

「
き
っ
と
ポ
リ
ア
ン
ナ
の
本
の
影
響
で

そ
ん
な
箱
を
置
い
た
ん
で
し
ょ
う
。 

   
 

 

「よかったこと」を探すゲーム          魂の編集長 

少年犯罪の弁護士はこう考える            水谷 もりひと 

            

(

日
本
講
演
新
聞 

 

２
０
０
４
年
４
月
12
日
号
社
説
よ
り) 

※一人で抱えこまず、お気軽にご相談ください。 
※問題に立ち向かうための元気づけ、勇気づけができればと思っています。 

友達に言えないこと、 
両親に言えないこと、 
先生にも言えないこと、 
ひとりで悩んでいないで、 
気軽に電話してください。 
小・中・高校生・保護者 
ご家族の皆さんもどうぞ。 


